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■ 5 月　の　予　定 ■

携
帯
電
話
の
持
込
は
禁

止
。
連
絡
は
塾
の
電
話

を
使
用
し
て
下
さ
い
。

で
き
る
こ
と
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
こ
ん
な
仕
事
が
あ
る
「
養 

護 

教 

諭
」
●

◆
ど
ん
な
仕
事

　

い
わ
ゆ
る
「
保
健
室
の
先
生
」
で
す
。
か
つ
て
（
い
じ
め

が
盛
ん
で
、
保
健
室
に
逃
げ
込
む
生
徒
が
か
な
り
居
た
頃
）

に
は
、
生
徒
の
人
気
の
職
業
で
し
た
。
生
徒
は
、
そ
う
い
う

弱
い
生
徒
を
助
け
る
仕
事
と
し
て
捉
え
て
「
な
り
た
い
職
業
」

と
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
一
面
だ
け
で
、
学
校
全

体
の
環
境
衛
生
の
検
査
（
健
康
診
断
の
手
配
、
学
校
内
の
水

道
水
の
水
質
検
査
、
証
明
の
照
度
検
査
、
空
気
検
査
な
ど
）

な
ど
と
い
う
仕
事
も
有
り
、
か
な
り
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
心
が
弱
い
生
徒
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
子
へ
の
対
処
や
、
児
童
虐
待
に
あ
っ
て
い
た
り
す

る
生
徒
の
早
期
発
見
も
重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
普

段
は
授
業
を
お
こ
な
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

◆
な
る
に
は

　

養
護
教
諭
免
許
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
免
許
は
一
種

と
二
種
が
あ
り
ま
す
。
一
種
は
養
護
教
諭
養
成
課
程
の
あ
る

大
学
で
、
二
種
免
許
は
用
語
教
員
養
成
課
程
の
あ
る
短
大
や

専
門
学
校
で
必
要
な
単
位
を
取
得
し
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
一
種
免
許
は
次
の
二
校
で
取
得
で
き
ま
す

が
、
最
近
は
生
徒
数
の
減
少
か
ら
学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、

就
職
口
と
し
て
は
非
常
に
狭
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
き
ち
ん
と
し
た
学
力
が
無
け
れ
ば
養
護
教
員
に
限
ら

ず
、
教
員
採
用
試
験
に
は
受
か
り
ま
せ
ん
。
左
に
掲
げ
た
北

翔
大
学
程
度
の
学
力
で
は
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
均
倍
率
は
５
～
１
０
倍
で
す
。
２
０
１
２
年
の
北
海
道
は

６
倍
程
度
で
し
た
。

二
種
免
許
が
取
れ
る
短
大
は
北
海
道
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
一
種
免
許
が
取
れ
る
北
海
道
の
大
学

国
立　

北
海
道
教
育
大
学

私
立　

北
翔
大
学
（
人
間
福
祉
学
部
）

●
「
親 

和 

力
」
●

　

教
員
対
象
の
研
修
だ
け
で
な
く
、
受
験
生
・
在
校
生
の
保

護
者
向
け
の
講
演
も
よ
く
依
頼
さ
れ
る
。
最
近
は
子
育
て
が

テ
ー
マ
で
あ
っ
て
も
「
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
子
育
て
す
る
か
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
や
社
会
を
意
識
し
た
話
し
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
▼
い
ま
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
で
仕
方
が

な
い
。そ
の
た
め
保
護
者
の
関
心
事
は
も
っ
ぱ
ら「
縦
の
成
長
」

に
な
る
。
成
績
の
向
上
、
難
関
大
学
に
合
格
、
一
流
企
業
へ

入
社
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
何
点
以
上
獲
得
、
様
々

『 

教 

育 

の 

動 

き  

！ 

』

▼
達
成
度
テ
ス
ト
「
基
礎
レ
ベ
ル
」

　

年
２
～
３
回　
　

高
１
か
ら
受
験

　

中
央
教
育
審
議
会
（
中
教
審
）
高
校
教
育
部
会
は
2
月
16

日
、創
設
を
検
討
し
て
い
る
新
共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）
の
「
基

礎
レ
ベ
ル
」
を
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
旧
大
検
）
と
統

合
す
る
方
針
を
固
め
た
。
17
日
の
部
会
に
示
す
報
告
書
案
に

盛
り
込
む
。
高
校
１
年
生
か
ら
年
２
～
３
回
受
験
で
き
る
参

加
希
望
型
テ
ス
ト
に
す
る
。
同
部
会
は
３
月
末
に
も
報
告
書

を
ま
と
め
る
。
新
テ
ス
ト
の
基
礎
レ
ベ
ル
は
、
高
校
で
の
学

習
到
達
度
を
測
る
の
が
目
的
。
大
学
の
Ａ
Ｏ（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
の
選
抜
で
、
学
力
を
測
る
指
標
と
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

  

こ
の
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
と
、
ま
さ
に
大
学
受
験
は
高

校
１
年
生
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
の

  春期講座中の 2/4 と 3/4 の学力コンクール　各学年ともに前学年の全範囲がテストの範囲。結果をふまえて弱点克服を！

   

Ａ
Ｏ
や
推
薦
入
試
は
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
の
成
績
だ
け
が
判

断
材
料
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
達
成
度
テ
ス
ト
と
い
う
客
観

的
な
も
の
が
判
断
材
料
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
き
ち
ん
と
勉

強
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
を
持
つ
者
が
大
学
に
入
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
の
中
１
く
ら
い
か
ら
の

導
入
で
し
ょ
う
か
。

　

推
薦
や
Ａ
Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
生
徒
の
学
力
が
低
く
て
、

大
学
教
育
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
現
実
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

  

中
学
生
に
し
て
も
、
高
校
生
に
し
て
も
自
分
の
学
力
は
自

分
の
将
来
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
就
職
す
る
に
し
て
も
、

大
学
に
進
学
す
る
に
も
学
力
の
高
い
ほ
う
が
有
利
な
の
は
昔

も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
は
、
積
極
的
な
行
動
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ッ
シ
ョ
ン
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
時
間
は

ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
今
、自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
、

な
資
格
取
得
・
・
・
。
そ
れ
ら
が
生
き
て
い
く
上
で
の
有
力

な
「
武
器
」
と
考
え
る
か
ら
だ
。「
武
器
」
に
な
る
こ
と
は

私
自
身
も
否
定
し
な
い
。
だ
が
私
の
よ
う
に
会
社
を
早
期
退

職
し
、
自
分
で
事
業
を
始
め
て
み
る
と
「
縦
の
成
長
」
以
上

に
、「
横
の
成
長
」
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
▼
ひ
と
言

で
言
う
の
は
難
し
い
が
「
横
の
成
長
」
と
は
モ
ラ
ル
や
常
識

が
あ
る
こ
と
、
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
、
自
分
も
親

切
に
で
き
る
こ
と
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
、
気
配
り
・
・
・
。

目
に
見
え
な
い
、
生
き
る
姿
勢
で
あ
り
、
必
要
と
な
る
資
質

だ
。
今
年
度
の
保
護
者
向
け
講
演
会
で
は
「
縦
」
ば
か
り
で

な
く
「
横
」
の
成
長
を
意
識
し
て
子
育
て
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
話
そ
う
と
思
う
。
実
際
、
お
子
さ
ん
の
人
生
を
支
え
て

く
れ
る
大
き
な
「
武
器
」
に
な
る
は
ず
だ
。

                           

（
安
田
教
育
研
究
所
代
表　

安
田
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
4
月
12
日
号
よ
り

    小学生は漢字をしっかり！　 新中 1 冬弥君と 1 対 1 で数学。 新中 3 生は修学旅行や中体連などに振り回されないように！

 中 3 生は毎日こんなに宿題！　高専生になってがんばる雄也         今日の学習内容を確認する高校生と疲れてダウンする高校生

今年は、4 月からちゃんと勉強のスタートを切った湖陵
出身の江口君と粟野君。高校生のお手本になって！

キーボードを洗った後の組み
立てをする 6 年生の洸春君

 久々の山本･田中･木村さん、  
あっという間に高 3 生です。

ゴールデンウィークの宿題が出ています。



「本・新聞」「親子の会話」学力のカギ・・・　
環境不利でも工夫の余地　全国学力調査分析

　全国学力調査の詳細な分析結果が２８日公表

され、親の年収や学歴の高さに子どもの学力が

比例する傾向が明確になった。一方、不利な環

境でも学力を伸ばすために、親や学校が工夫す

べき要点も見つかった。かぎは、「読書」や「親

子の会話」などだ。

　研究班は、年収と両親の学歴の高さから４グ

ループに分けて分析。それによると、年収水準・

学歴が高く、学校外の学習時間が長い子ほど学

力が高かった。年収・学歴が最も低いグループ

で学校外学習が「１日３時間以上」という子の

平均正答率が、年収・学歴が最も高く学校外学

習を「全くしない」という子を下回る、という

結果も出た。「単に学習時間を延ばす以外の工夫が必要」と研究班は指摘する。

　一方、学力には「読書活動」の影響が強い、との結果も出た。「本や新聞を勧める」

「一緒に図書館に行く」「小さいころに読み聞かせをした」などだ。「言語の価値を

理解したり、新しいことを学んだりする力を習得している」とみる。勉強や社会

の出来事について親子で話したり、規則正しい生活を整えたりする家庭ほど、「自

ら学び、学校に楽しく行く傾向が強いことを示唆」とも指摘した。

　年収・学歴が最も低いグループで、算数（数学）Ｂの成績上位２５％に入る子

は小６で１７％、中３で１２％いた。特徴を分析すると、「読書」「親との勉強に

関する会話」「規則正しい生活」のほか、宿題をしっかりしていたり、親が学校行

事に積極的に参加したりする傾向があったという。

　学校は家庭の「格差」をどう抑えるか。小６算数Ａの成績を基に分析すると、

放課後の補充学習や習熟の遅い子に対する少人数指導を頻繁にしたり、小中が連

携して指導をしたりする取り組みが効果的だった。

　格差縮小の成果が表れた小中７校を調べると、子どもに自分の課題を意識させ

るきめ細かな宿題の指導▽教師同士で見合う授業研究▽地域独自の学力調査結果

の活用▽基礎学力習得の徹底――などの特徴的な取り組みがみられたという。研

究班代表の耳塚寛明・お茶の水大副学長は「社会経済的な学力格差の動向は国が

定期的に監視する必要がある」と指摘した。（岡雄一郎）

朝日新聞デジタル 4.17 より

読書を勧め、親子で図書館・・・
学力伸ばし、格差縮めるには　全国調査の分析から

　２０１３年度の国の全国学力調査の詳細な分析から、親の年収や学歴が高いほ

ど子どもの学力も高い傾向が明らかになった。一方、学力向上に効果的な親や学

校による働きかけや、経済的に不利な環境で学力を伸ばす工夫の実例も示された。

分析結果を詳報する。

　子どもの学力を伸ばすのに、「特に影響力が強い」とされたのは、本や新聞を読

むことに関する行動だ。親の年収や学歴に関わらず、高い効果が示された。

　学力との関連が高い順に例を挙げると、本や新聞を読むよう勧める▽一緒に図

書館に行く▽小さいころ絵本の読み聞かせ

をした▽子どもと読んだ本の感想を話し合

う――など。「言語の価値を理解したり、読

む習慣を身につけたり、新しいことを学ん

だりする力を習得している」と研究班はみ

る。

　親子の会話も比較的、学力への影響が大

きい。効果のある話題は、社会の出来事やニュース▽勉強や成績のこと▽将来や

進路のこと――など。次いで、テレビゲームで遊ぶ時間を制限するなど「生活習慣」

も影響があった。

　一方、学校に対する好感度や学習意欲には、親子の会話が最も効果的だった。「読

書に関する行動」や「生活習慣」も比較的、効果が高い。「生活を整え、親子間の

信頼関係をつくり、様々な助言をする家庭ほど、子どもが自分から勉強し、学校

に楽しく行く傾向が強いことを示唆している」とする。

　年収や学歴で親の働きかけ方は違うのか。研究班は家庭の年収と両親の学歴を

基に調査対象を４分類した。年収と学歴が最も高いグループと最も低いグループ

を比べると、子どもに高い学歴を希望▽英語や外国文化に触れるように意識▽良

い成績へのこだわり▽本や新聞を勧める▽計画的に勉強するように促す――など

の点で最も高いグループの多さが目立った。

　■少人数指導や小中連携、効果的

　親の年収や学歴に伴う学力格差はどうしたら縮められるか。

　家庭の年収と両親の学歴による４分類で、最も低いとされたグループの子ども

で全体の成績上位２５％に入っていたのは小６で１７％、中３で１２％（算数・

数学Ｂ）。その特徴をみると、規則正しい生活（朝食の習慣、ゲーム時間の制限など）

▽読書に関して親が働きかける▽勉強について親子で話す▽家での学習習慣があ

る――などの点が、同じグループで成績下位の子どもより多くみられた。

　親の年収・学歴による格差の縮小に効果的な学校の取り組みは何か。研究班は、

小６算数Ａの成績分布と学校の取り組みを基にした分析から、放課後の補充学習

▽習熟の遅い子に対する少人数指導▽小学校と中学校の連携▽家庭学習の与え方

に関する教員間の共通認識――の４点を挙げた。

　研究班は実際に格差縮小の成果を出している小中計７校を調べた。全校が家庭

学習の定着化を重視し、課題の提出を子どもに義務づけて教師がチェック。手が

回らない担当教師を管理職がカバーする学校もあったという。基礎知識の習得を

徹底し、ドリル学習を多用する点も全校共通だった。少人数指導や、複数教師のチー

ムティーチングも活用されていた。７校中６校が同じ校区内で小中の連携に積極

的で、９年間を通して系統的に連携する例があったという。

　地域特性に応じた格差縮小策も分析。大卒者や管理職の比率を基にした指標で

調査対象校を４分類し、学力向上に効果的な取り組みを調べた。大卒者・管理職

の比率が最も高い地域以外では、親が学校・地域行事に積極的に参加したり、学

校が親の要望に適切に対応したりする良好な関係づくりが効果的だった。

（岡雄一郎）

　◆キーワード

　＜全国学力調査の分析＞　小６と中３を対象に文部科学省が実施し、基礎

知識中心のＡ問題と活用力をみるＢ問題で国語と算数（数学）の学力をみる。

２０１３年度は、公立７７８校を抽出して保護者約４万人へのアンケートと子ど

もの学力調査結果などを分析。親の年収と学力の関係を小６の国語Ａでみると、

年収２００万円未満の子の平均正答率が５３％なのに対し、年収１５００万円以

上だと７６％となるなど年収が上がるほど成績が良い傾向だった。

朝日新聞デジタル 3.29 より

　釧路の場合は収入の問題よりも意識の低さが学力の低さに繋がっている。部活

に時間と体力を使い、勉強に対する意欲はとても低い。高校受験が終わればほと

んど勉強しない。3 年後は何とかなると思っている。

中学校の、高校の早い段階で目標を設定し部活と両立し、確実な学力を身につけ

ることが必要だ。意識の差が学力差になり、それが収入の差になっていく。

「主文　被告人両名を懲役３年以上５年以下に処する。」
　2001 年 4 月 29 日、東京都世田谷区の東急田園都市線において、4 人の少年が銀

行員の男性に対し車内で足が当たったと口論の末、三軒茶屋駅のホームで 4 人が

かりで暴行を加え、のちにくも膜下出血で死亡させるという事件が起きた。

後日出頭した 4 人の内、主犯格となった 2 名が傷害致死罪に問われて逮捕され、

事件の重大さから地方裁判所の公開法廷で審理が行われることとなった。裁判の

中で 2 人は「申し訳なく思います」「自分という人間を根本から変えてゆきたい」

などと反省の弁を述べた一方、事件自体は酔った被害者がからんできたことによ

る過剰防衛であると主張し、裁判中の淡々とした態度や発言から、真に事件に向

き合い反省しているかどうか疑問を抱く態度を繰り返していた。

　2002 年 2 月 19 日、東京地裁において判決公判が行われ、少年 2 人に対して、懲

役 3 ～ 5 年の不定期実刑が下された。判決理由を述べあげた後、山室惠裁判長が

被告人 2 人に対し「唐突だが、君たちはさだまさしの『償い』という唄を聴いた

ことがあるだろうか」と切り出し、「この歌のせめて歌詞だけでも読めば、なぜ君

たちの反省の弁が人の心を打たないか分かるだろう」と説諭を行った。

裁判官が具体的に唄の題名を述べて被告を諭すことは異例のことであり、『償い説

諭』はマスコミに取り上げられ話題となった。

　さだまさしは新聞社の取材に対して、「法律で心を裁くには限界がある。今回、

実刑判決で決着がついたのではなく、心の部分の反省を促したのではないでしょ

うか」とコメントしたうえで、「この歌の若者は命がけで謝罪したんです。人の命

を奪ったことに対する誠実な謝罪こそ大切。裁判長はそのことを 2 人に訴えたかっ

たのでは」と述べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GeoCities より


